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．はじめに
年 月から全国の高等学校で新しく 地理総合 地理探求 が誕生する ）。高校に
おける地理分野としては、 年ぶりの新小教科の誕生であり、しかも 地理総合 は必修科
目となる ）。高等学校で地理は必修科目から 年間除外（ 年 月 年 月）され
てきた。しかし国際化する現在、世界的に見ても高校で地理が必修科目でない国は極め少な
く、いうなれば日本は 地理教育の途上国 であったが、長かった 地理教育の氷河期
が、ようやく終焉を迎えることとなった。
この地理総合に関しては、従来地理教育を軽視しがちであった日本地理学会でも、 新ビ
ジョン（中期目標） で第 の柱に 地理教育の振興 をあげ、 高校地理必修化に対して当
学会の果たすべき役割は大きい とし、 年ぶりの高校地理教育必修化 の意義を高く評
価している（公益社団法人日本地理学会 、 頁）。
これに呼応する形で地理総合をめぐる出版も、碓井（ ）、井田（ ）など盛んであ
る。今後執筆・検定され、 年 月から使用される新しい教科書や地図帳（地図帳も検定
教科書）が、どんな内容になるかにも注目して行きたい。さらには高校以前の小学校・中学
校における地理教育への関心が高まっていて、小・中・高における地理教育の連携も、今ま
で以上に議論されていくと考えられる。
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．まとめ 今後の課題
）高校では 年から、 地理総合 と、選択科目 地理探求 の 小教科が新設されるが、ここでは必
修科目となる地理総合に焦点を当てて考察する。
） 年 月 年 月までの 年間を意味する。この間には一部の高校では 選択科目の地理 が存
在したしたものの、 年代以後に高校生であった成人（ 歳代後半以下の年齢）では、約 ％の社会人
（国民）が高校時代に地理を学ばなかった、地図帳にもふれなかったことになる（西岡 、 頁）。
小稿では地理教育のテーマ（単元）の中から、現代社会において最も緊急となっている
地球規模の課題とその解決 に焦点を当て、（現行）地理 と （新）地理総合 の学
習指導要領（目標）を比較し、地理総合の可能性について考察していくことにする ）。
．なぜ今、地理分野必修化に大きな意義があるのか
いうまでもなく近年の 地球規模の課題 には、地球温暖化に象徴される環境問題の深刻
化があげられる。そして課題の グローバル化 に対応できる人材育成のためにも、高校レ
ベルにおける地理必修化は、もはや歴史的必然の結果である。筆者自身は地理を全員履修・
必修科目時代の高校で学び、大学で地理学を専攻した。そして高校（ ）・大学
（ 現在）の教員を仕事とし、長年社会科・主に地理教育に関わってきた。この間、機
会あるごとに 日本人の世界地図認識欠如の問題 を指摘し、高校における地理教育必修の
必要性を訴えてきた（西岡 、 ）。
とりわけ 年 月富山県立高岡南高校から発覚した、高校世界史を中心とする 必修科
目未履修問題 は、全国の公立・私立高校 校（ 人 全国高校 年生の ％）に拡
大した（産経新聞 年 月 日記事）。当時全国の高校数は 校であるので、 校は
実に ％を巻き込む大きな社会問題 ）になった（西岡 ）。この時にも 地理を学ばな
い生徒に世界史を教えるのは困難である という現場の声があった。高校社会科で地理分野
の学習をしない 地理的空間認識 が不十分な学習者に、 歴史的時間認識 を教えようと
しても、生徒側・教師側の双方に 困難が発生 してしまったのであった。しかしこのよう
な現場の声は注目されなかった。
皮肉にもこのことは高校社会科分野における、現行学習指導要領が唱える 世界史のみの
必修 には、教育現場の実態を顧みなかった文科省の判断ミスが存在したことを証明したの
である。今からでも遅くないので大いに反省し、この教訓を今後に生かしてほしい。
このような 苦い経験 を生かす意味からも今回の地理総合では、何が新たに目標に加え
られたのか。そして 年ぶりに地理が必修科目となる、本当のねらいや意義はどこにあるの
か。この点に着目しながら新旧学習指導要領（目標）を比較してみたい。ただし、全ての目
標の内容（項目）比較は困難なため、ここでは 地球規模の課題 に限定した比較を試み
た。
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）高校における地理関連科目には、このほかに現行 地理 、また新小教科の 地理探求 があるが、こ
こでは単位数・内容が比較的近いと考えられる地理 と地理総合を比較して検討する。
）当初文科省は 未履修者の卒業は認めない とし、補習を強行しようとしたが保護者・卒業見込み受験
生からの猛反対を受けた。そしてこれを苦に自殺した校長も出た。最終的には補習は軽減され、未履修者
の卒業が 超法規的 に認められた（西岡 ）。だれもこの責任を取らなかったし、何のために必修科
目を学ぶのかという議論はされなかった。
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．学習指導要領の （現行）地理 と （新）地理総合 の比較
（現行）地理 の目標にみる 地球規模の課題 の表記
地球規模の課題にかかわる、現行の高等学校学習指導要領では地理 においては表 のよ
うな項目があげられている（表 下線は筆者が追加）。これを読めば、地理 では、地球
規模の課題について、 環境、 資源・エネルギー、 人口、 食料及び住居・都市問
題、の つに着目し地球的及び地域的視野からとらえること、としている。また地球的課題
は 地域を越えた課題 であるとともに 地域によって現れ方が異なる ことを理解させる
ことが大切であるとしている。
そしてこれらの課題解決には 持続可能な社会 の実現をめざした 各国の取り組み や
国際協力 が必要であることを考察させる、としている。
（新）地理総合 の目標にみる 地球規模の課題 の表記
表 は新教科 地理総合 の高等学校学習指導要領（ 年 月告示）からの抜粋である
（下線は筆者が追加）。
表 現行の指導要領にみる、地理 地球規模の課題の地理的考察 の表記
地理 内容、 ウ 地球規模の課題の地理的考察
環境、資源・エネルギー、人口、食料及び住居・都市問題を地球的及び地域的視野からとら
え、地球的課題は地域を越えた課題であるとともに地域によって現れ方が異なってくることを
理解させ、それらの課題解決には持続可能な社会の実現を目指した各国の取り組みや国際協力
が必要であることについて考察させる。
（出典 文部科学省 年 月初判、 年 月改訂判発行、 頁）
表 新学習指導要領にみる、地理総合 地球的課題と国際協力 の表記
地理総合 内容、
地球的課題と国際協力
空間的相互依存作用や地域などに着目して，課題を追究したり解決したりする活動を通し
て，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 次のような知識を身に付けること。
世界各地で見られる地球環境問題，資源・エネルギー問題，人口・食料問題及び居
住・都市問題などを基に，地球的課題の各地で共通する傾向性や課題相互の関連性など
について大観し理解すること。
世界各地で見られる地球環境問題，資源・エネルギー問題，人口・食料問題及び居
住・都市問題などを基に，地球的課題の解決には持続可能な社会の実現を目指した各国
の取組や国際協力が必要であることなどについて理解すること。
（出典 文部科学省 年 月告示の高等学校学習指導要領、 より。 閲覧）
一見してわかることは、字数は増えたものの基本的な内容には、地理 と大きな変化は
見られない。地理総合でも地球的課題について、 地球環境問題、 資源エネルギー問題、
人口・食料問題、 居住・都市問題、の つに分類している点は、地理 と基本的には同
じである。
さらに地理総合には、これらの地球的課題解決に 持続可能な社会づくりに必須となる地
球規模の諸課題や地域諸課題を解決する力をはぐくむ科目（碓井 、 頁） として大き
な期待が寄せられている。
しかしながら地理 にも同様な期待はあったはずである。その証拠に現行学習指導要領地
理 目標にも 持続可能な社会の実現 という表記がすでに登場している（表 ）。
地理教育である以上、空間認識 地理的ものの見方・考え方 が、重要になってくる
が、これに関しても大きな表記の違いは見当たらない。このように一見すれば地理 と地理
総合は同じ目標のように読み取れる。
けれどもさらに注意深く読むと地理 にはなかった語句として、各地の課題を 大観し理
解すること （下線太線の部分）と表記されている。筆者はこの 大観し理解すること の
部分に注目したい。これこそ地理総合の キーワード であると考えるからである。
大観し理解する という新たな地理教育の領域
従来の地理学・地理教育では地球表面（平面）を部分的に 地域区分 して、その地域
（部分）を説明記載するという手法が一般的だった。しかしながら私は 地球規模の課題
の理解には 地球全体（平面でなく球体）認識 トータルな地球認識 が必要であると主
張してきた（西岡 ）。
これまでの地理学・地理教育では 地域区分 ） にこだわり、その地域を部分的に考察・
理解することに固執してきた。しかしながら地球的課題・地球規模の課題は、 トータルな
地球認識 球体としての地球全体を、全人類が共通認識・理解しなければ議論が進まない
のである。これは 宇宙船地球号 や ガイア に通じる空間認識である（ ラブロック
）。
そして地理総合の学習指導要領 地球的課題と国際協力 で、新たに加えられた 大観し
理解する という目標は、従来の地理学・地理教育の手法であった、地球表面を 地域区
分 し、部分的に考察する 地理的なものの見方・考え方 とは大きく異なる概念・視点で
ある。すなわち 大観 は、文字通り解釈すれば、 大きく観察する 大きくとらえる の
意味であり、 地球を全体（球体）として理解する という意味になる。しかし 大観 は
従来の地理学・地理教育用語ではなじみの薄い用語である。どちらかといえば 政局を大観
する など、空間認識よりも人間活動など、世の中の動きを大きくとらえるというニュアン
スがある。
これと似た地理用語としては鳥瞰図や俯瞰図で使用されてきた 鳥瞰 俯瞰 がある。
これは文字通りの意味として、鳥の視点で上空または高所から 地表を見下ろして描いた地
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） 地域区分 および 地理区 という概念は、地理学の本質上極めて重要な地理学独特なものである
（日本地誌研究所 地理学辞典 頁）。
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図 という意味である。
この 俯瞰 に関しては、安倍晋三首相が 地球儀を俯瞰する外交 （首相官邸・特集
ページ）を、 ）で公表している。しかしこれは地理学・地理教育の概念からは大きな誤
りである。なぜなら地球儀は 地球を俯瞰して作成されたもの 教材（地理教材）であ
る。すでに 俯瞰された地球儀 を俯瞰することには意味がない。できれば 地球を俯瞰す
る外交 に修正する方が良い。もしくは今回の新しい学習指導要領にしたがって、 地球を
大観する外交 にしてもらえば、地理総合の 大観 にも結びつき今後の地理教育のために
も大歓迎である。
私はこの 大観 をこれまでの地理用語 鳥瞰 俯瞰 を遙かに越えた、 宇宙からの地
球（球体としての地球）を認識する概念 （地理用語として）に加えるべきだと考える。
さらにいえば地球規模の課題は 政治・経済問題 にもリンクしてくる。したがって
（世界政治を）大観し理解する という切り口で、地理教育がこれまで深入りしなかった
政治や経済問題（西岡 、 頁）まで、踏み込んだ学習が可能になる。
具体的な例をあげれば 地球温暖化防止会議（パリ協定）の形骸化 がある（読
売新聞 年 月 日夕刊記事）。地球環境問題に関しては現トランプ米大統領に象徴され
るように、 自国のみの利益優先 では決して解決できないのである。
すなわち トータルな地球認識がなければ地球規模の課題は解決できない ということ
が、学習指導要領においても認識されたのである。私はこの点を高く評価したい。そして今
後の地理教育にこのような 大観し理解する の概念が浸透することで、将来の人類の世界
認識や世界観形成に大きな変化が生じることを期待したい。
．宇宙からの視点と地理教育教材の可能性
人類の宇宙進出は 年にソ連のガガーリンによる宇宙飛行の成功（ボストーク 号）が
最初である。宇宙時代以前の 世紀中頃までは、宇宙から地球を眺めることの意味を表現す
ることなど必要とされていなかった。しかしそれは、地球が宇宙空間に浮かぶ小さな一惑星
に過ぎないという観点から物事を考える必要が単になかっただけである。けれどもその後、
環境問題が地球全体に拡大しその対応が緊急課題となった。そして、この課題解決を考える
には宇宙から地球全体を俯瞰（大観）する視点や技能の獲得が不可欠となった。
稲盛（ 、 頁）は 科学として小さな事実を確認し、議論して積み重ねていったとし
てもそれで全体がわかるとは限らない。人間や宇宙の全体を考えるためには、創造主視点か
ら 俯瞰すること が必要になる。今こそその時期だと考えたい。細かなことをいじくり回
していたのでは、決して全体の正しい姿は理解することができないのである と述べてい
る。これを今日の地理学・地理教育に当てはめれば、 小さな事実（地球表面 部分地域事
象）学習 を、どれだけ積み重ねても 全体（トータルな地球像）認識 には至らないので
） 地球儀を俯瞰する外交
（首相官邸・特集ページ）には、これまでの、のべ訪問国・地域 か国、飛行距離 地球 周とある。
（ 閲覧）
ある。
地理学は天文学ではない。したがって 宇宙の始まりと終わり がどのように考えられ説
明されるかという領域は、天文学に任すべきであると私も考える。けれども 地球を大観し
理解する 地球全体を視野に入れたトータルな地球認識 としての 空間認識 は、地理
学・地理教育の対象にするべきだというのが、私の主張である。なぜなら今日 トータルな
地球認識が形成されないために、地球規模の課題が解決されにくい という実態が見られる
からである。
これまで 人が地球を飛び出し宇宙空間（高度 以上）に到達、地上に帰還してい
る。国籍別ではアメリカ合衆国 人、ロシア（旧ソ連含む） 人、その他 人で、日本
人は 人である（ ドレイク、 ）。これは人類史的には 世紀の大航海時代（地理
上の発見時代）に匹敵すると考えられる。当時の航海者や探検家の報告が、人々の 世界
（空間）認識 を拡大したのと同じ意義が宇宙経験者の報告にも期待される。
私はこのような視点に立って 宇宙からの地球写真 ） と 宇宙飛行士の言葉 ） を教材
にした講義（授業）を実践してきた。以下はその受講生への アンケート と、その感想で
ある《資料 》。
とりわけ 宇宙飛行士の言葉 を追体験する教材で学生諸君の世界観・価値観・人生観が
大きく転換する 学習効果 が感想には多くみられた。また問 では、 ％が 宇宙から
地球を考える学習や、宇宙飛行士の言葉の学習は世界平和・環境問題を考えるときに役立
つ と答えている（資料 ． ）。これらは将来、地理総合における 大観し理解する の
教材として有効な手法であると考えられる。
《資料 》アンケート （ 年前期 講義 地理学 にて 月 、 日に実施、 人回答）
《資料 》アンケートの結果 （グラフに集計、問 ． ． ）
《資料 》アンケートの回答 （問 ．アンケート回答の抜粋）
《資料 》アンケートの回答 （問 ．アンケート回答の抜粋）
．まとめ 今後の課題
本稿では、 年 月から高校地理分野で、 年ぶりに必修科目となる地理総合について
期待を込めて考察した。しかし考察といっても 新教科書 や 新地図帳 を検討すること
は、できない段階である。したがって新旧学習指導要領の目標の表記を、詳細に比較する手
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）宇宙からの写真 映像に関しては、 の 、および （国際宇宙ステーション）関連の
を紹介し、その写真や画像を抜粋し教室での教材として使用した。
）宇宙飛行士の言葉は、過去の宇宙体験者が発した言葉を つのテーマに分類し、合計 人分の言葉から
抜粋したもの（西岡 ）をプリントにし教材として配布した。資料 としてアンケートの問 にあげた
ものはその一部である。
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《資料 》
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《資料 》アンケート（回答 人） 地理学 受講者 実施
《資料 》アンケートの回答 問 （抜粋）
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《資料 》アンケートの回答 問 （抜粋）
法での考察である。しかしその結果、地球的課題を 大観し理解する という新たな視点が
盛り込まれていることが確認できた。
私はこの 大観 の視点は、これまでの地理教育になかった 世界観 地球観 を、新
たに人類にもたらすと期待している。なぜなら地球規模の課題を理解し考察していくには従
来の地理教育が目標にした 世界地図や地球儀で物事を把握する手法 （従来の）地理
的なものの見方・考え方 だけでは不十分である。これを補うのが 大観 の概念であると
考えられる。そしてこの 大観 のめざす世界認識は、国境・国家（国益）を越えた 地球
市民意識（地球益） の形成だと私は考える（西岡 、 頁）。
たとえば宇宙飛行士の言葉である、 …地球にいる人間は結局、地球表面にへばりついて
いるだけで平面的にしか見ていない。平面的に見ている限り、平面的な相違点がやたらに目
につく。しかし、その違いのすべてが、宇宙から見ると全く目に入らないマイナーな違いで
ある。宇宙からはマイナーなものは見えず、本質が見える。表面的な違いは現象で、本質は
同一性である（西岡 、 頁）。 などは 大観し理解する ことの実体験そのものだとい
える。
つまり 宇宙から見た地球写真（映像） や 宇宙飛行士の言葉 には実体験であるが故
の説得力があり、これらを地理教育の新しい教材に加えることは大きな意味がある。 年
月から全国の高等学校で必修科目となる地理総合には、このような地球を 大観し理解す
る 視点と教材が不可欠なのである。
私たちの地球は共存・共生の社会であり、一国の繁栄と利益（国益）を求めた時代は終
わった。また地球温暖化など全地球規模の環境問題を解決することは、国益よりもはるかに
大切である。なぜなら 人類の生存 も 一国の繁栄 も、突き詰めていけば 地球という
場所（空間） があるから、私たちの存在（ 実存）そのものが可能なのである。この最も
根本的なことを私たちは再認識 認識修正しなければならない。これは地理教育の領域 空
間認識であり、地球という場所（空間）があるから 持続可能な社会 もイメージできるの
である。
このことを通して 小さな地球表面 にへばりついた、 国益 や経済優先の領土紛争
が、いかに愚かであるかを訴えられる。学習者が 宇宙からの視点 を追体験し獲得するこ
とで、地球と人類の将来を良い方向に変革できるのである。
世紀末までの地理教育は、どちらかといえば、 国益 のための世界認識教育であっ
た。 世紀には 国益 を越える 地球益 さらに 宇宙益 の形成まで視野に入れた、新
たな地理教育を創造していきたい。地理総合にはそんな科目になってほしい。
この講義（授業）は、まだ試行段階であり今後さらなる工夫・改善が必要である。皆様か
らのご感想ご意見を頂戴したい。
《追記》
本稿の内容は、全国地理教育学会 年度中国四国支部大会（於 香川大学教育学部、
年 月 日）で、口頭発表したものを骨子としてまとめたものである。
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